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解説

　辺の長さがであるから

　  

　ここで，正四面体の頂点，，，は同一平面

　上にはない．

　ゆえに　，，

　      ，･････
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　から　   
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　また，条件から　，

　よって，  は，

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のとき最小値
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 

をとる．

講評

　空間ベクトルの問題で基本的．空間ベクトルは異なるつのベクトルを使って表すとい

う原則をきちんと適用すれば解ける問題．の長さを出すときに内積を利用して出すこ

の問題ではが誘導になっている解き方は必須テクニック．最小値の求め方は，いわゆ

る予選・決勝法と呼ばれるもので，これも確実にできるようにしておかなければならない．
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